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国土開発工業
株式会社

代表取締役　安田  正一

村
の
公
益
の
た
め
多
額
の
金
員
を
寄
附

さ
れ
た
。

平
成
８
年
９
月
か
ら
平
成
30
年
12
月

ま
で

22
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
教

育
委
員
と
し
て
在
職
し
、
公
務
の
助
長

に
貢
献
を
さ
れ
た
。

第
49
回
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

毛
筆
部
門

特
別
賞
受
賞

(

平
成
30
年
８
月
19
日)

平
成
14
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3
月

ま
で
16
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
交

通
安
全
指
導
員
と
し
て
職
務
に
精
励

し
、
村
政
の
振
興
と
地
域
の
交
通
安
全

の
向
上
に
貢
献
を
さ
れ
た
。

第
56
回
北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
陸
上
競
技
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

優
勝

(

平
成
30
年
７
月
22
日　

岩
見
沢
市)

第
19
回
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技
女
子
50
ｍ
走
、
立
ち
幅
跳
び

出
場

(

令
和
元
年
10
月
12
日
～
14
日

茨
城
県)

※
台
風
19
号
の
上
陸
に
よ
り
中
止

平
成
9
年
7
月
か
ら
21
年
有
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
職
務
に
精
励
し
、
村
政
の
振
興
と

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
向
上
に
貢
献
を
さ
れ

た
。

第
40
回
北
海
道
中
学
校
剣
道
大
会

男
子
個
人
戦　

優
勝

(

令
和
元
年
８
月
３
日

札
幌
市)

第
49
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

男
子
個
人
戦
出
場

(

令
和
元
年
８
月
22
日
～
23
日

大
阪
府)

平
成
３
年
5
月
か
ら
平
成
15
年
4
月

ま
で
12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
議
会

議
員
と
し
て
在
職
し
、
公
務
の
助
長
に

貢
献
を
さ
れ
た
。

昭
和
57
年
4
月
か
ら
通
算
37
年
間
、

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
14
年
4
月
か
ら
17
年
有
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
漁
港
整
備
促
進
協
議

会
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
村
政

の
振
興
と
地
域
の
交
通
安
全
の
向
上
並

び
に
地
域
産
業
の
振
興
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
。

平
成
2
年
6
月
か
ら
28
年
有
余
の
長

き
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
職
務
に
精
励
し
、
村
政
の
振
興
と

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
向
上
に
貢
献
を
さ
れ

た
。

昭
和
48
年
よ
り
生
乳
集
荷
や
配
合
飼

料
等
の
運
送
事
業
に
従
事
、
ま
た
、

平
成
16
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
浅

茅
野
地
区
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
業
務
を
受

託
す
る
な
ど
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
業
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
。　
　
　
　

「
さ
る
ふ
つ
の
凧
の
会
」
に
所
属
さ

れ
、
現
在
ま
で
創
作
凧
づ
く
り
に
励

み
、
観
光
ま
つ
り
で
の

「
凧
あ
げ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
盛
会
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
村
内
小
学
校
で
凧
づ
く
り
授

業
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
本
村
の
文
化

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

第
28
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
北
海
道
地
区
大
会

小
学
校
5
・
6
年
Ａ
コ
ー
ス
銅
賞

(

平
成
31
年
３
月
24
日

札
幌
市)

第
11
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会

小
学
校
5
・
6
年
Ａ
コ
ー
ス
準
優
秀
賞

(

令
和
元
年
６
月
22
日
～
23
日

東
京
都)

第
65
回
北
海
道
高
等
学
校
剣
道
選
手
権

大
会　

男
子
個
人
戦　

優
勝

(

令
和
元
年
６
月
14
日

帯
広
市)

第
66
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会

男
子
個
人
戦
出
場

(

令
和
元
年
８
月
３
日
～
６
日

熊
本
県)

第
74
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
北
海

道
予
選
大
会
少
年
男
子
の
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝(

令
和
元
年
６
月
23
日

札
幌
市)

第
74
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
大
会

団
体
戦
選
手
と
し
て
出
場

(

令
和
元
年
９
月
29
日
～
10
月
１
日

茨
城
県)

平
成
30
年
度
宗
谷
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
交
流
大
会

個
人
戦
中
学
女
子
の
部　

優
勝

(

平
成
30
年
10
月
20
日

猿
払
村)

11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
猿
払
村
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、
猿
払
村
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
猿
払
村
表
彰
の
自
治
功
労
賞

・
社

会
貢
献
賞

・
産
業
貢
献
賞

・
善
行
賞
を
受

賞
さ
れ
た
皆
様
と
、
猿
払
村
教
育
委
員
会

表
彰
の
文
化
奨
励
賞
・
生
涯
学
習
奨
励
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
優
良
賞
を
受

賞
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

｟
敬
称
略
｠

井
いのうえ

上  勝
か つ と し

敏

佐
さ と う

藤  義
よ し み

美

笠
か さ い

井  幹
み き や

哉

堤
つつみ

  進
すすむ

川
かわたに

谷  常
つ ね お

夫

阿
あ べ

部  孝
た か よ

代

日
に っ こ う

光  勝
か つ お

夫

船
ふ な き

木  他
しげる

守
も り や

谷  碧
あ お い

衣

濱
は ま だ

田  公
こ う す け

佑

堀
ほ り い

井  音
と わ

和

熊
くまがい

谷  杏
あ み

美

須
す ど う

藤  久
ひ さ こ

子

濱
は ま だ

田  大
だいすけ

佑

自治功労章文化奨励賞

生涯学習奨励賞生涯学習奨励賞

スポーツ優秀賞

スポーツ優秀賞

スポーツ優秀賞

スポーツ優秀賞

善行賞

自治功労章社会貢献賞

社会貢献賞社会貢献賞

産業貢献賞 社会貢献賞
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第
20
回
ダ
イ
ハ
ツ
北
海
道
小
学
生
Ａ
Ｂ

Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

名
寄
地
区
予
選
会

小
学
生
Ａ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
１
位

(

令
和
元
年
５
月
12
日

稚
内
市)

拓
心
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
72
回
宗
谷
地
区
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
優
勝

｟令
和
元
年
７
月
７
日

稚
内
市
｠

〔構
成
員
〕　

11
人

二
津
渥
菜
、
木
村　

凛

船
木
さ
く
ら
、
安
彦
紫
月

佐
藤
茄
帆
、
長
原
沙
都
子

蛯
子
実
玲
、
河
口
ひ
な
の

中
村
栞
名
、
山
岸
う
ら
ら

増
田
美
空

第
23
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
全
北

海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
生
高
学
年

初
級

型
の
部　

準
優
勝

(

令
和
元
年
９
月
８
日

札
幌
市)

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

猿
払
村
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

ホ
ク
レ
ン
旗
争
奪
第
37
回
北
海
道
少
年

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

宗
谷
支
部
予
選　

優
勝

｟令
和
元
年
６
月
15
日

猿
払
村
｠

太
陽
グ
ル
ー
プ
杯
争
奪
第
26
回
全
道

少
年
軟
式
野
球
選
抜
大
会

宗
谷
支
部
予
選　

優
勝

｟令
和
元
年
８
月
11
日

猿
払
村
｠

〔構
成
員
〕
15
人

大
渕
蒼
空
、
蛯
子
愛
也

梅
田
舷
生
、
松
谷
俊
汰

佐
藤
晃
陽
、
平
松
銀
汰

長
出
将
英
、
野
場
侑
恭

阿
部
倖
盛
、
小
笠
原
誠
士

吉
田
幸
毅
、
髙
氏
風
児

青
海
朝
陽
、
青
海
新
大

松
浦
優
真

第
43
回
宗
谷
地
区
中
学
校
剣
道
大
会

女
子
個
人
戦　

優
勝

(

令
和
元
年
６
月
22
日

稚
内
市)

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

フ
ジ

パ
ン
グ

ル
ー

プP
re

s
e
n
ts

２
０
１
９

ロ
バ
パ
ンC

U
P

　

兼

第
51
回
全
道

｟
Ｕ-

12
｠
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
大
会
宗
谷
地
区
予
選
優
勝

｟令
和
元
年
６
月
15
日

稚
内
市
｠　

〔構
成
員
〕
4
人

　

長
屋
柊
宇

  

山
田
唯
遙

  

佐
藤

旬

  

田
所
奎
梧

第
20
回
ダ
イ
ハ
ツ
北
海
道
小
学
生
Ａ
Ｂ

Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

名
寄
地
区
予
選
会

小
学
生
Ａ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
1
位

(

令
和
元
年
５
月
12
日

稚
内
市)

令
和
元
年
度
名
寄
地
区
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会

6
年
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
1
位

(

令
和
元
年
７
月
15
日

稚
内
市)

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
生
チ
ー
ム

平
成
30
年
度
宗
谷
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
交
流
大
会
団
体
戦　

優
勝

｟平
成
30
年
10
月
20
日

猿
払
村
｠　

〔構
成
員
〕
5
人

　

川
谷
歩
輝

　

山
口
七
聖

　

増
田
成
珠

　

今
野
晴
仁

　

今
野
優
太

か
ん
ぽ
生
命
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
第
39
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
北
北
海
道
大
会
男
子
の

部
優
勝

(

令
和
元
年
６
月
23
日

旭
川
市)

か
ん
ぽ
生
命
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
第
39
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
男
子
の
部
出
場

(

令
和
元
年
8
月
６
日
～
９
日

神
奈
川

県
他)

全

道

フ
ッ
ト
サ
ル
選

手

権

大

会

２
０
１
９　

Ｕ-

14
宗
谷
予
選

優
勝

(

平
成
30
年
12
月
22
日

稚
内
市)

第
71
回
宗
谷
地
区
中
学
校
秋
季
陸
上

競
技
大
会

女
子
１
０
０
ⅿ
ハ
ー
ド
ル　

第
1
位

(

令
和
元
年
８
月
31
日

豊
富
町)

第
13
回
猿
払
青
少
年
剣
道
大
会

個
人
戦
小
学
生
3
・
4
年
の
部　

優
勝

(

令
和
元
年
５
月
19
日

猿
払
村)

葛
か さ い

西  海
か な と

夏人

石
いしぐろ

黒  渉
し ょ う と

音

二
ふ た つ

津  渥
あ つ な

菜

村
むらかみ

上  悠
ゆ う た

太

太
お お た

田  夢
む む

々

油
ゆ い

井  乙
お と は

葉

鳴
な る み

海  愛
あ い ら

来

上
う え の

野  隼
はやと

スポーツ優秀賞

スポーツ優秀賞スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優良賞

スポーツ優秀賞
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第２回となる、 南町内会との交流会を行いました。

午前に防災訓練をした後、 全員で昼食を食べ、 午後はサー

クルボール大会を行いました。

防災訓練を行うにあたり車イスの使用説明や実践を行いま

した。 町内会の方々からは 「知る機会があって勉強になっ

た。」 「簡単に見えて難しかった」 などの声がありました。

昼食は 「ミックスフライ定食」 で、 とても美味しかったと

好評でした。

サークルボール大会はとても白熱し、 皆様がチーム一丸と

なっている姿に感動しました。

１０月の外出行事は、 浜猿払にできた郷土資料館を見学し

た後、 ホテルさるふつのレストランで昼食を食べました。

郷土資料館では、 「懐かしい」 「こんな時代もあったんだ

よ」 「昔はこれを使って生活していた」 など思い出話に花

が咲きました。

ホテルさるふつでは、 各々好きな物を食べました。 「家で

食べる事が多いから外食するのは新鮮でいいね」 と嬉し

いお話を聞くことができました。

鬼志別南町内会との交流

外出行事

敬老会

敬老会では、 美味しい御膳とビンゴを楽しみました。

御膳は、 ちらし寿司やてんぷらなど見た目が豪華で、 特

に 「ちらし寿司が美味しい」 と残す方がいないほど人気

でした。 「こんなおいしい料理がでるなら一回でいいから

他の人にも食べてほしいな」 と嬉しい声も聞こえました。

６４歳以下の方でも昼食を楽しめる日がありますので食べ

に来られてはいかがでしょうか。

ビンゴでは景品があり、 職員も一緒になってビンゴを楽し

みました。１位になった方から「とても嬉しいありがとう。」

との声があり、 大成功になりました。

皆さんこんにちは、小規模多機能型居宅介護施設 「楽

楽心 （ららはーと）」 です。

今回も 「楽楽心」 での日常風景やイベントの様子を

皆様にお伝えします。

楽楽心　☎２ ‐ ２７２２

10
９

９
20

８
25

                     

広
が
る
﹁
共
助
﹂
の
和

冬
期
間
︑
消
防
署
猿
払
支
署
で
は

対
象
者
へ
避
難
口
２
方
向
確
保
を
目

的
と
し
た
落
雪
防
止
等
の
除
雪
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
対
象
者
は
︑

自
助
・
共
助
︵
互
助
︶
に
よ
る
除
雪

が
困
難
な
世
帯
で
︑
消
防
︑
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
︑
保
健
福
祉
課
︑

社
会
福
祉
協
議
会
が
﹁
災
害
弱
者
除

雪
対
策
会
議
﹂
で
協
議
し
て
決
定
し

ま
す
︒

今
年
度
よ
り
︑
支
援
の
相
談
や
依

頼
を
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
に

対
象
者
へ
﹁
除
雪
支
援
認
定
証
﹂
を

発
行
し
て
い
ま
す
︒
認
定
証
を
受
け

取
っ
た
方
は
︑
消
防
ま
で
気
兼
ね
な

く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

昨
年
に
は
猿
払
自
治
会
や
鬼
志
別
西

町
内
会
の
方
々
等
に
よ
る
除
雪
の
ご

協
力
を
頂
き
︑
多
大
な
る
貢
献
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
の
よ
う
な

﹁
共
助
﹂
の
和
が
猿
払
村
に
広
が
る

こ
と
で
︑
誰
に
で
も
優
し
い
ま
ち
に

近
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
︒
今

後
も
消
防
で
は
︑
よ
り
充
実
し
た
事

業
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
︑
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

内
閣
府
の
防
災
白
書
で
は
災
害

時
に
国
や
地
方
自
治
体
が
行
う
﹁
公

助
﹂
に
は
限
界
が
あ
り
︑
自
身
や
家

族
に
よ
る
﹁
自
助
﹂
と
自
治
会
等
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
﹁
共

助
﹂
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
︒
猿
払
村
に
お
け
る
一
昨
年
の
大

雪
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
と

思
い
ま
す
︒
当
時
︑
消
防
が
行
っ
た

除
雪
支
援
で
は
消
防
団
を
は
じ
め
役

場
各
所
か
ら
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た

が
︑
そ
れ
で
も
手
が
足
り
ず
限
界
を

感
じ
る
状
況
で
し
た
︒
そ
ん
な
中
︑公助

国や自治体

自助
自身や家族

共助
地域コミュニティ

■消防署猿払支署　☎２－２１１９

▲除雪支援認定証の受け渡し

自助・共助・公助の三助とは

　防災の基本は、自分の命は自分で守る「自
助」ですが、自分でできることには、やはり
限界があります。
　そのため、周囲の人と互いに助け合い、公
的な支援を受けることが大切です。
　つまり、自助、共助、公助すべての連携が
必要になります。
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さるっぷと学ぶ「SDGs」
エスディージーズ

第２回
どうして SDGｓに
取り組むの？

　現在、世界では人口が増加し続けている
一方、約８億人が貧困に苦しんでいます。
　しかし、日本の食品ロスは、国連世界食
糧計画による食料援助量の約２倍の 646万
トンあります。これは、毎日大型トラック
1,770台分を廃棄していることになります。
　また、2010 年から 2015 年の５年間で、
多くの森林が消失し、確認されている動物
の約３割が絶滅したか、絶滅の危機にあ
り、気温は、19 世紀後半と比べ、1.0 度上
昇するなど、自然環境は悪化しているとい
われています。2040 年前後には 1.5 度上
昇すると予測されていますが、仮に、気温
が 1.5 度上昇すると、海水面が 10 ～ 60m
上昇し、私たちの生活に大きな影響がでる
といわれています。
　このような状況が進むと、私たちが、今
後も継続して地球上で暮らしていくことが
難しくなることから、2015 年９月に国連
のサミットで、私たちの世界を変革する「持
続可能な開発（ＳＤＧｓ）のための 2030
アジェンダ」が全会一致で採択されました。

さるっぷメモ世界が SDGsに取り組む背景

貧困ってどんな人たちのこと？
　一日１ドル 90 セント未満（日本円
で約 200 円）で暮らす人々や、栄養
失調の人々のことをいいます。
　また、SDGs での貧困は、食べ物や
健康な体、学校に行くことなど、生き
ていくのに必要なものが十分にない
状態のことをいいます。

国連世界食糧計画（略称：WFP）
　飢餓に苦しむ国や天災などの被災
国へ援助する国際連合の機関。

食料援助
　WFP が食料不足に直面している発
展途上国へ米や小麦などの穀物を支
援すること。

地球温暖化
　温暖化により、すでに獲れる魚や作
物に影響が出ています。2050 年前後
には世界の CO2 排出量を正味ゼロに
しようと、世界中で温暖化対策を行っ
ています。

～年の瀬のよくある話～

　今年も、もう1 2 月になってしまいましたね。…ってこの文言毎年言ってるし聞く気がします。年齢を重 ね

るごとに時間が早くなっていくような気がするのは皆さん同じなんじゃないかなと思うんですが、一説によ る

と人が感じる時間の長さは、年齢の逆数に比例するそうで、例えば１歳の子が１年を感じる時間の長さが 365

日だとすると、30 歳の人が１年を感じる時間の長さは 365日× １/30（歳）≒12 日なんだそうです。そう言わ

れるとなんだかすごい短く感じますね。うかうかしていたら時間なんてあっという間に過ぎてしまうわけです。

～来年の抱負～

　さて、私も協力隊になって２年半が経とうとしていて、残りも半年を切ろうとしています…本当にあっと い

う間ですね。今年は沢山の方にご協力頂い て、ポスターやステッカーをつくった り、キャンプを計画したり、

どちらかというと村の外の人たちに向けた（猿払村を知ってもらうきっかけを生むための）企画づくりが多かっ

たのですが、来年は猿払村に住んでいる皆さんに向けて、日常の生活が少し楽しくなるような企画づくりを し

ていきたいなーと、思いを巡らせています。残り少ない任期ですが、変わらずエンジン全開で頑張っていき ま

すので、皆様方どうぞ宜しくお願い致します！

11 月 11 日に開催された SDGs の講演会に参加してきたよ。
“SDGs” についてたくさん勉強したから、僕の知識を披露す
るよ！みんなで理解を深めよう！

世界から貧困をなくすことは、最重要の目標として掲げられ
ているよ。僕たちにできることは、食事を残さないようにす
ること！些細なことだけれど、常に気を付けて食品ロスをな
くせるようにしよう！
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広
報
７
月
号
か
ら
、
「
温
故
知
新
」
と

し
て
連
載
し
、
旧
石
器
時
代
か
ら
ア
イ

ヌ
文
化
、
農
業
や
漁
業
、
旧
浜
猿
払
小

学
校
の
展
示
公
開
準
備
の
様
子
な
ど
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
十
月
七
日
か
ら

約
一
か
月
間
の
展
示
公
開
も
一
旦
終
了

し
、
収
蔵
資
料
の
整
理
や
次
年
度
以
降

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
号
は
、
少
し
趣
を
変
え
て
、
猿
払

村
の
文
化
活
動
や
村
民
の
娯
楽
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

◆
村
の
文
化
を
興
し
た
人
々

　

最
も
歴
史
あ
る
文
化
団
体
と
し
て
「
宗

谷
路
短
歌
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
、
『
郷
土
北
見
、
宗

谷
に
お
け
る
文
化
向
上
の
た
め
、
短
歌

を
中
心
と
す
る
創
作
、
研
究
の
発
表
を

目
的
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
何
れ
の
流

派
を
問
わ
ず
同
好
の
士
に
開
放
す
る
』

と
し
、
鬼
志
別
在
住
の
最
上
葩
迷
が
中

心
と
な
り
、
妻
の
友
美
子
、
佐
藤
迷
香
、

前
田
九
一
路
、
笠
井
勝
雄
、
加
来
早

苗
ら
が
結
成
し
、
月
刊
誌

「
宗
谷
路
」

を
発
刊
し
、
会
友
も
村
内
だ
け
で
は
な

く
、
浜
頓
別
、
枝
幸
、
利
尻
、
礼
文
、

天
塩
方
面
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
歌

誌
は
昭
和
四
十
四
年
に
休
刊
し
、
そ
の

後
は
ガ
リ
版
刷
り
小
冊
子
の
発
行
を
続

け
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
、
合
同
歌
集

「
宗
谷
路
」

発
刊
、
平
成
十
八
年
に

「
宗
谷
路

（
第

二
集
）
」
を
発
刊
し
、
平
成
二
十
二
年
、

そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

主
宰
し
た
最
上
葩
迷
は
、
札
幌
郡
篠

路
村
出
身
で
、
大
正
中
期
よ
り
活
動
を

始
め
、
陸
別
町
で
短
歌
会
を
結
成
、
「
原

始
林
」
同
人
、
「
山
脈
」
会
員
、
「
鴉
族
」

会
友
な
ど
、
猿
払
村
の
文
芸
史
上
、
特

筆
す
べ
き
人
物
で
す
。
葩
迷
の
兄
に
、

放
浪
の
歌
人
と
呼
ば
れ
、
波
乱
に
富
ん

だ
数
奇
な
運
命
を
歩
ん
だ
金
崎
琢
磨

が
い
た
。
金
崎
は
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を

放
浪
の
旅
に
費
や
し
、
釧
路
に
住
ん
で

い
た
石
川
啄
木
や
、
小
樽
の
野
口
雨
情

ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
十
三
年
に
は
、
小
石
で
町
内

会
長
を
つ
と
め
、
ま
た
友
人
ら
と
一
時

は
、
小
石
愛
国
炭
鉱
を
経
営
す
る
な
ど

し
ま
し
た
が
、
生
来
の
性
ゆ
え
か
、
ま

た
放
浪
の
旅
を
始
め
、
昭
和
三
十
六
年

に
旭
川
で
没
し
ま
し
た
。
亡
く
な
る
直

近
一
年
間
ほ
ど
は
、
弟　

葩
迷
の
元
で

生
活
を
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葩
迷
亡
き
後
は
、
前
田
九
一
路
が
会

長
と
な
り
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
会
友
の
中
に
は
、
「
閃

光
」
同
人
の
藤
田
瞠
、
歌
人　

若
山
牧

水
門
下
の
明
石
憲
、
浅
茅
野
在
住
で
、

俳
誌

「
茅
の
芽
」
を
発
行
し
た
白
井
重

朗
、
鬼
志
別
の
開
業
医　

平
塚
次
郎
ら

が
お
り
、
平
塚
次
郎
は
句
誌

「
恋
人
」

「
高
潮
」

「
高
潮
」
「
獺
祭
」
の
同
人
と
し
て
、

猿
払
か
ら
日
本
俳
壇
に
新
風
を
吹
き
込

ん
で
い
た
と
村
史
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
田
九
一
路
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初

期
か
ら
創
作
活
動
に
励
み
、
稚
内
市
の

歌
誌

「
砂
丘
」
に
次
の
歌
が
投
稿
さ
れ

ま
し
た
。

～　

心
か
ら
達
者
で
居
れ
と
叫
び
た
い

友
が
残
っ
た
故
郷
の
街　

～

「
宗
谷
路
」
の
発
刊
の
ほ
か
、
浜
猿
払

小
学
校
校
歌
の
作
詞
、
昭
和
四
十
七
年

に
は

「
さ
る
ふ
つ
観
光
音
頭
」
の
作
詞

な
ど
も
手
掛
け
、
村
の
文
化
史
上
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
す
。
因
み

に
、
「
さ
る
ふ
つ
観
光
音
頭
」
の
作
曲
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
専
属
の
作
曲
家
船

村
徹
で
す
。
校
歌
は
、
旧
浜
猿
払
小
学

校
体
育
館
に
、
後
の
卒
業
生
の
製
作
に

よ
る
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
村
民
の
娯
楽

　

林
業
の
隆
盛
や
ニ
シ
ン
・
ホ
タ
テ
漁
、

炭
鉱
景
気
な
ど
、
そ
の
時
々
で
賑
わ
い

を
見
せ
る
中
、
村
内
に
も
娯
楽
施
設
が

多
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
で
就
労
す
る
人
た
ち
が
増
え
、
村

外
か
ら
も
働
き
手
が
多
く
来
る
と
、
旅

館
業
や
飲
食
業
が
営
業
を
始
め
、
浜
鬼

志
別
に

「
ね
ず
み
座
」
、
浜
猿
払
に

「
布

袋
座
」
、
鬼
志
別
に

「
永
楽
座
」
「
清
徳

館
」
「
文
化
劇
場
」
他
、
浅
茅
野
や
知

来
別
に
も
劇
場
が
あ
り
、
戦
後
の
石
炭

景
気
に
沸
い
た
小
石
地
区
に
は
、
大
衆

娯
楽
施
設

「
小
石
劇
場
」
が
建
設
さ

れ
、
三
百
人
収
容
の
劇
場
を
経
営
し
た

の
が
、
料
理
店

「
ク
ロ
ダ
イ
ヤ
」
で
し

た
が
、
石
炭
産
業
が
華
や
か
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
店
名
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和
三
十
年
当
時
の
村
内
地

図
に
は
、
旅
館
や
割
烹
、
映
画
館
や
パ

チ
ン
コ
店
な
ど
様
々
な
商
店
が
軒
を
並

べ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
特
に
、

炭
鉱
で
栄
え
た
小
石
地
区
に
は
、
藤
田

炭
鉱
株
式
会
社
に
よ
る
、
従
業
員
向
け

の
保
養
施
設

「
藤
田
会
館
」
が
建
て
ら

れ
、
二
百
八
十
八
の
椅
子
席
と
舞
台
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
の
中
に
は
、
大
相
撲
第

四
十
一
代
横
綱　

千
代
の
山
が
地
方
巡

業
で
来
村
し
た
当
時
の
写
真
が
残
っ
て

い
ま
す
。
数
人
の

「
勧
進
元
」
が
、

百
九
十
㎝
を
超
え
る
長
身
の
千
代
の
山

と
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、
体

格
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
炭
鉱
が

栄
え
て
い
た
こ
ろ
は
、
大
人
の
相
撲
大

会
な
ど
も
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

漁
業
や
農
業
な
ど
の
一
次
産
業
が
軌

道
に
乗
り
経
済
的
な
豊
か
さ
を
得
た
一

方
で
、
林
業
や
石
炭
産
業
、
鉄
道
な

ど
、
国
策
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
一
時

代
を
築
い
た
産
業
が
衰
退
し
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
中
で
、
知

的
欲
求
の
高
ま
り
を
形
に
表
し
た
多
く

の
人
た
ち
、
文
化
芸
術
活
動
の
場
を
作
っ

て
き
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
時
代

は
様
々
に
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
が
、

市
井
の
民
ら
の
思
い
は
今
も
受
け
継
が

れ
な
が
ら
、
村
内
で
活
動
が
生
き
続
け

て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
石
炭
産
業

・
旧
国
鉄
天

北
線
に
つ
い
て
掲
載
の
予
定
で
す
。

其
の
六　
　

猿
払
村
の
文
化

・
娯
楽

温
故
知
新

前田九一路最上葩迷合同歌集昭和 30 年当時の村内地図横綱千代の山が巡業で来村
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むらのできごと とごきでのらむ
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子育て講座「消しゴムはんこ」

はんこ作りで楽しい時間を

猿払村少年の主張大会

日頃の思いを主張

道新カップ北海道小学生バレーボール道北ブロック大会

葛西くん道北大会優勝、全道大会へ

猿払村文化祭作品展

たくさんの作品が集結

多面的機能支払交付金事業

河川の環境維持に向けて

道新カップ北海道小学生バレーボール道北ブロック大会

猿払レインボー道北大会で善戦

第６回宗谷管内剣道団体優勝・錬成大会

初の個人戦優勝

㈱北海道ロードメンテナンスへ感謝状贈呈

感謝を込めて

　11月７日、鬼志別保育所子育て支援センター

による子育て講座「消しゴムはんこ」が開催さ

れ、９名の方が参加しました。知来別在住の東 

千恵子さんを講師に招き、自分で動物やマーク

などから作りたいものを選び、消しゴムはんこ

用の消しゴムにデザインカッターで作業をしま

した。細かい部分を削るのに苦労しているよう

でしたが、完成したはんこの出来上がりに「上

手くできて嬉しい、楽しかった。」などの感想

が聞こえてきました。

　浜鬼志別小学校４年生の葛西 海夏人くんが

所属するバレーボール少年団・稚内スワローズ

男子チームが、９月８日に稚内市で開催された

道北大会予選会で優勝し、11月２日、３日に深

川市で開催された「第39回道新カップ北海道小

学生バレーボール道北ブロック大会」に出場し、

見事優勝に輝きました。葛西くんは、令和２年

１月11日から13日にかけて江別市で開催される

「第36北海道小学生バレーボール選抜優勝大会」

へ出場します。葛西くん、道北の代表として頑

張ってください！

　11月９日、猿払村交流センターにて猿払村少

年の主張大会が開催され、村内小学校より５、

６年生９名の小学生が日常生活を通じて感じた

ことや思ったことを主張しました。審査の結果、

「寛容な心をもつために」をテーマに主張発表

した浅茅野小学校５年山本 現くんが最優秀賞

を受賞しました。山本くんは、学校生活やお母

さんとの出来事を通じて感じた寛容の心を持つ

大切さや、寛容な心を持つために自分の気持ち

を落ち着け、相手の話を聞き、相手の気持ちを

考えることが大切ということを主張しました。

　11月９日、10日、生活改善センターで小中学

生・文化団体等の作品展示が行われました。保

育所の子たちによるお弁当やきのこなどの工

作、小中学生による書道・絵画、「さるふつの

凧の会」による凧や「パッチワークサークルも

りのくまさん」による着物の生地で作った服な

ど、様々な団体や個人により、この２日間に向

けて作った数多くの作品が展示され、多くの方

が来場されました。

　10月16日、芦野豊里８号排水路沿いで「多面

的機能支払交付金事業」の取組みとして植樹活

動が行われました。この事業は、河川への土壌

流出の防止や環境整備を目的に毎年行われてお

り、今年は地域農業者や東宗谷農協職員、漁協

職員、村役場職員、稚内開発建設部職員、宗谷

地域農業振興協力会「天北会」を始めとする関

係団体より約58名が集まり、400本のアカエゾマ

ツを植樹しました。

　10月13日、稚内市で第６回宗谷管内剣道団体

優勝・錬成大会が行われました。宗谷管内の一

般剣士が一堂に集まり、剣道を通じて交流を図

ることを目的として開催され、今年で６回目と

なります。この大会で、知来別在住の水野優美

さんがリーグ戦による接戦を勝ち抜き、個人戦

女子の部で見事優勝を飾りました。個人戦で猿

払村から優勝者がでるのは初めてです。また、

団体戦は３人制で行われ、猿払チーム（水野、

髙橋、濱田）は、団体戦でも優勝を決めました。

　バレーボール少年団「猿払レインボー」は、

９月８日に稚内市で開催された道北大会予選会

に混合の部で出場し、見事準優勝に輝き、11月

２日、３日に深川市で開催された「第39回道新

カップ北海道小学生バレーボール道北ブロック

大会」に出場しました。結果は、第１セットを

失い、第２セットでは選手たち自身で失点の分

析と気持ちの切り替えでリセットし、ラリーを

繋いで粘り勝ち、最終セットに繋げましたが、

惜しくも第３セットで敗れ、初戦敗退となりま

した。

　10月24日、株式会社北海道ロードメンテナン

ス様に感謝状を贈呈しました。この感謝状は、

鬼志別保育所横の公園の水路の清掃を行ってい

ただきましたことに感謝の意を表して贈呈しま

した。



15 ― ― 14

浜鬼志別移動広場

楽しい思い出できました

土曜学習塾

大学生に勉強を教わり苦手克服へ

猿払村文化祭芸能発表祭

日頃の頑張りを発揮した１日

合葬堂内覧会

合葬堂が完成

　11月11日、子育て支援センターによる年内最

後の浜鬼移動広場が浜鬼志別保育所で行われ、

６組の親子が参加しました。最初に手遊びをし、

読み聞かせをしたあと、どんぐりの飾り作りを

しました。友達と仲良く遊ぶ姿やお母さんと楽

しく落ち葉を貼る姿が見られました。その後、

皆でパンやかぼちゃのシチュー、みかんを食べ

ました。子どもたちは大好きなパンに大喜びで、

美味しそうに食べているのが印象的でした。

　11月９日、猿払村交流センターで芸能発表祭

が行われました。各小学校によるソーランや合

唱、大正琴　藤田 治子さんによる演奏、葉笙

会による詩吟、拓心中学校文化部や全校生徒に

よる合唱の披露がありました。演舞が終わると、

発表者の頑張りにたくさんの拍手がありまし

た。

　10月から11月にかけて、農村環境改善セン

ターで、教育委員会主催による「土曜学習塾」

が計４回開催され、村内の小学生が参加しまし

た。「土曜学習塾」は、小学５・６年生が対象で、

稚内北星学園大学の学生が先生となり、交流し

ながら楽しく勉強に取組むことが目的におこな

いました。算数を中心に勉強し、わからない所

は大学生にホワイトボードを使ってわかりやす

く教わるなど、楽しく勉強する姿が見られまし

た。

　11月17日、鬼志別北町新鬼志別墓地敷地内に

新設された合葬堂の内覧会が行われ、21名の方

が見学しました。見学した方からは、「このよ

うな施設が出来て安心した」など、様々な声が

聞こえてきました。

とごきでのらむ
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猿払村人事行政の透明性を高め、 その公平性の一層の確

保を図るため、 本村における職員の任用や給与、 勤務条件

などを幅広く村民の皆様に公表します。 休暇の状況等、 猿

払村公式ホームページで詳細な情報を掲載しています。

■総務課総務係　　☎２ ‐ ３１３１

　定員の管理につきましては、 厳しい行財政運営の中、 退

職者の補充を最小限に止め職員数の削減を行っています。

　今後も職員数の調整を図り、 住民サービスの低下になら

ないよう定員管理適正化計画等に基づいた組織機構の見直

しや事務改善を行い少数精鋭主義に徹した行政運営を図っ

ていきます。

　職員に支給される給与 （給料と諸手当） は、 国や他の自

治体職員の給料を考慮して、 村議会の議決を経て条例等で

定められています。

項目 職種区分 平成30年度中 平成29年度中

試験による

採用者数

一般行政職 4 人 3 人

看護 ・ 保健職 1 人 3 人

その他 6 人 12 人

選考による

採用者数

一般行政職 0 人 0 人

看護 ・ 保健職 0 人 0 人

その他 0 人 0 人

計 11 人 18 人

◆職員の任用状況

区分
20歳
未満

20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳

～ ～ ～ ～ ～ ～

23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳

職員数 2 人 21人 18人 6人 7 人 13人 9 人

区分

44歳 48歳 52歳 56歳
60歳
以上

合　計～ ～ ～ ～

47歳 51歳 55歳 59歳

職員数 13 人 11人 12人 9人 2 人 123 人

⑵年齢別職員構成の状況 （平成 30 年４月１日）

区分 平成 30 年度

住民基本台帳人口 （年度末） 2,720 人

歳出額 A 4,598,445 千円

実質収支 53,369 千円

人件費 B 614,408 千円

人件費率 （B ／ A） 13.4%

（参考） 29 年度人件費率 10.5%

◆人件費の状況 （一般会計決算）

区分 平成 31 年度

職員数 A 82 人

給与費

給料 275,644 千円

職員手当 48,850 千円

期末 ・ 勤勉手当 108,988 千円

計 B 433,482 千円

一人当たり給与費 B ／ A 5,286 千円

◆職員給与費の状況 （一般会計当初予算）

区分 平成 31 年度

一般行政職

平均年齢 38.1 歳

平均給料月額 283,532 円

平均給与月額 320,231 円

◆職員の平均給料月額及び平均年齢状況

　（平成 31 年４月１日現在）

区分 猿払村 国

一般行政職
大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 148,600円 148,600円

◆職員の初任給の状況　（平成 30 年４月１日以降）

項目 平成 30 年度中 平成 29 年度中

定年 ・ 勧奨退職者数 0 人 2 人

普通退職者数 4 人 17 人

死亡退職者数 0 人 0 人

計 4 人 19 人

◆職員の退職者数

区分

部門

職員数 対前年
増減数

主な増減
理由平成30年度 平成29年度

一
般
行
政
部
門

議　会 3 人 3 人 0 人

総　務 16 人 17 人 -1 人 退職による減

税　務 3 人 3 人 0 人

民　生 23 人 22 人 1 人 配置替えによる増

衛　生 7 人 9 人 -2 人 配置替えによる減

農林水産 8 人 8 人 0 人

商　工 2 人 2 人 0 人

土　木 5 人 5 人 0 人

小　計 67 人 69 人 -2 人

特別
行政 教　育 8 人 9 人 -1 人 配置替えによる減

公
営
事
業
等

病　院 23 人 27 人 -4 人 退職による減

水　道 2 人 2 人 0 人

下水道 1 人 1 人 0 人

その他 22 人 15 人 7 人 新規採用による増

小　計 48 人 45 人 3 人

合計 123 人 123 人 0 人

◆定員管理の状況 （各年度４月１日現在）

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由　※一般職のみ

猿払村人事行政の

運営等の状況について
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区分
一般行政職

大学卒 高校卒

１年未満 該当者なし 148,600 円

１年以上２年未満 170,700 円 該当者なし

２年以上３年未満 該当者なし 該当者なし

３年以上５年未満 203,000 円 168,700 円

５年以上７年未満 該当者なし 該当者なし

７年以上 10 年未満 225,000 円 199,600 円

10 年以上 15 年未満 262,300 円 該当者なし

15 年以上 20 年未満 該当者なし 269,000 円

20 年以上 25 年未満 327,500 円 314,800 円

25 年以上 30 年未満 388,300 円 377,400 円

30 年以上 35 年未満 384,900 円 374,500 円

35 年以上 該当者なし 400,900 円

◆職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料額の状況

　（平成 31 年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 1　定型的な業務を行う職務 16 人 25.8%

２級
1　高度の知識又は経験を必要と
　　する業務を行う職務

6 人 9.7%

３級
1　主査の職務 
2　係長の職務

8 人 12.9%

４級
1　困難な業務を分掌する主査の職務 
2　困難な業務を分掌する係長の職務

12 人 19.4%

５級
1　課長補佐及び課長補佐相当等
　　の職務

9 人 14.5%

６級 1　課長及び課長相当等の職務 11 人 17.7%

◆一般行政職級別職員数の状況

　（平成 31 年４月１日現在）

期　　別 期末手当 勤勉手当 ３０年度支給実績 

（一般会計決算）６月期 1.225 月 0.90 月

12 月期 1.375 月 0.95 月
99,987 千円

計 2.60 月 1.85 月

◆主な職員手当の状況 （平成 30 年度）

⑴期末 ・ 勤勉手当　※特別職及び臨時職員等は除く

勤続年数 自己都合 勧奨 ・ 定年

20 年 19.6695 月分 24.586875 月分

25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

35 年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

⑵退職手当

時間外勤務の支給
割合 （平常勤務日）

午後10時～午前5時 左記以外

150/100 125/100

1 時間当たりの
支給額の算出方法

俸給月額× 12 ×支給割合

（1週間の勤務時間×52）－（年間休日数×1日の勤務時間）

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

17,352 千円

⑷時間外勤務手当

区 分 配偶者 子 父母等
特定期間

加算

支給月額 6,500円 10,000円 6,500円 5,000円

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

6,048 千円

⑸扶養手当

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

4,803 千円

区分 借家 ・ 間借り

支給月額
村有公宅貸付規程により算出された額との
差額 27,000 円以内

⑹住居手当

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

597 千円

区分 交通機関利用 交通用具利用

支給月額 55,000 円以内
通勤距離に応じて 
4,200 円～ 31,600 円
以内

⑺通勤手当

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

8,493 千円

区分 課長等 課長補佐等

支給月額 給与月額の１２％ 給与月額の７％

⑻管理職手当

30 年度支給実績 
（一般会計決算）

6,839 千円

区 分 扶養親族あり 扶養親族なし その他

支給月額 26,380 円 14,580 円 10,340 円

⑼寒冷地手当

区分
給料 ・ 報酬

月額

期末手当 
（平成 30 年度

支給割合）

退職手当 
（平成 30 年
度算定方式）

村長 700,000 円
６月期
　2.125 月分
12 月期
　2.325 月分

計　4.45 月分

給与月額
× 5.126 月
×在職年数

副村長 590,000 円
給与月額
× 3.234 月
×在職年数

教育長 555,000 円
給与月額
× 2.838 月
×在職年数

議長 245,000 円 ６月期 2.125 月分
１２月期 2.325 月分

計　4.45 月分

　
副議長 205,000 円

委員長 195,000 円

議員 185,000 円

◆特別職の報酬等の状況

手当の名称 支給単価 主な支給対象

感染症防疫救治作業手当 日額 1,000 円
感染症患者の
救護等

放射線作業手当 日額 230 円 放射線作業

医務手当 月額 100 万円以下
医療事務に
従事する医師

夜間看護業務手当 １ 回 6,800 円
看護師
准看護師

⑶特殊勤務手当

◆休暇の取得状況 （一般行政職）

⑴年次有給休暇

◆分限処分、 懲戒処分の状況

⑴分限処分

⑵懲戒処分

⑵育児休業

⑶介護休暇

⑷病気休暇　※前年度から取得している職員を含む

　定員の管理につきましては、 厳しい行財政運営の中、 退

職者の補充を最小限に止め職員数の削減を行っています。

　今後も職員数の調整を図り、 住民サービスの低下になら

ないよう定員管理適正化計画等に基づいた組織機構の見直

しや事務改善を行い少数精鋭主義に徹した行政運営を図っ

ていきます。

　分限処分は、 公務の能率の維持とその適正な運営の確保

の目的から、 一定の法定事由がある場合に、 降任、 免職又

は休職とする処分があります。

　懲戒処分は、 職員に法令違反、 職務上の義務違反又は職

員としてふさわしくない非行があった場合に、 戒告、 減給、

停職又は免職等とする処分があります。

　育児休業等に関する制度は、 地方公務員の部分休業等に

関する法律に基づき、 職員の育児休業等に関する条例等に

より定められています。

　育児休業等に関する制度には、 ３歳に満たない子を養育

するため休業することができる育児休業制度と、 小学生の

始期に達するまでの子を養育するため、 勤務時間の一部に

ついて勤務しないことができる部分休業制度があります。

　職員が配偶者、 父母、 子、 配偶者の父母などの負傷、 疾

病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護

をするため、 勤務しないことが相当と認められる場合に連

続する６ヶ月の期間内で認められています。 （無給）

　負傷や疾病の療養に必要と認められる場合に 90 日の期

間内で認められています。 ( 結核性疾患、 高血圧症、 脳血

管疾患、臓器疾患、悪性新生物による疾病、精神病、糖尿病、

膠原病のうち村長が医師の意見をきいて、 特に必要と認め

たものにあっては 1 年 )　また、 公務上の負傷又は疾病の

場合は、 その療養に必要と認める期間認められています。

平成 30 年職員１人当たり平均取得日数 9.4 日

平成 30 年度に分限処分を受けた職員 該当者なし

平成 30 年度に懲戒処分を受けた職員 該当者なし

平成 30 年度取得者数 ２人

平成 30 年度取得者数 取得者なし

平成 30 年度取得者数 ６人

◆職員の服務の状況

⑴職務専念義務の状況

⑴受診状況 （平成 30 年度）

※人間ドックのみ病院 ・ 消防職員を含む

⑵公務災害補償の状況 （平成 30 年度）

⑵営利企業等の従事制限の状況

◆職員の健康診断

　職員は、 法律又は条例に特別の定めがあって例外が認め

られる場合のほかは、 その勤務時間中、 職務上の注意力の

すべてを自己の職責遂行のために用い、 自己が勤務する地

方公共団体がなすべき責めを有する職務にのみ従事しなけ

ればなりません。

　職務専念義務の例外として、 研修を受ける場合、 厚生に

関する計画の実施に参加する場合などは、 職務専念義務が

免除されます。

　公務上 ・ 通勤途上の災害に被災した職員に対し、 地方公

務員災害補償法に基づき、 療養補償、 休業補償、 障害補

償等の各種補償を行っています。

　職員は、 公共の利益のために勤務し、 全力を挙げて職務

に専念しなければならないことから、 勤務時間の内外を問

わず、 原則として営利企業等を営むことができません。

　ただし、 例外的に任命権者が、 許可の基準 （職務の遂行

に支障がないこと、 その職員の職との間に利害関係又はそ

の発生のおそれがないこと、 法の精神に反しないこと） と

照らして差し支えないと認めて許可を与えた場合に限り認

められることがあります。

　労働安全衛生法等に基づき、 職員の疾病予防、 健康障害

の早期発見を図るため、 定期健康診断及びその他の健康診

断を実施しています。

免除の事由 件数

総合健診 （人間ドック） 受診 48 件

その他 ９件

平成 30 年度認定件数 １件

平成 30 年度に営利企業等従事の許可 16 人

実施事業 内容 受診者数

定期健康診断
総合健診対象者以外の職員
を対象に実施

60 人

総合健診
（人間ドック）

40 歳以上 （30 ～ 39 歳は
隔年） の職員を対象に実施）

56 人



  

令
和
２
年
度
の
村
内
各
保
育
所
及
び
児
童

ク
ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

◎
鬼
志
別
保
育
所

【
80
名
】

  

う
ち
、
乳
児
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
３
名
、

３
才
。
未
満
児
は
１
歳
０
ヶ
月
以
上
12
名
を

限
度
と
し
ま
す
。

◎
浜
鬼
志
別
保
育
所

【
30
名
】

◎
猿
払
村
児
童
ク
ラ
ブ

【40
名
】

  

村
内
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
を

対
象
と
し
ま
す
。

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
令
和
２
年
４
月
２
日
現

在
と
し
ま
す
。

※
就
労
に
よ
り
３
歳
未
満
児
の
保
育
を
希
望

の
方
は
、
「
雇
用

（
予
定
）
証
明
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

▼
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
緑

色
の
封
筒
に
入
っ
た
請
求
手
続
き
の
ご
案
内

が
９
月
以
降
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
茶
色
の
封
筒
で
届
い
て
い
る
方
や
、
65
歳

で
年
金
の
請
求
す
る
方
な
ど
に
も
ご
案
内
が

届
い
て
い
ま
す
。

※
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世

帯
構
成
等
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
な
ど
は
受

給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

▼
手
続
き
は
、
は
が
き
形
式
の
請
求
書
に
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、
12
月
27
日
必
着
で
提
出

し
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
書

（は
が
き
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
４
の
請
求
書
が
届
い
て
い
る
方
は
年
金

事
務
所
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座

番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金

銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
事
務
所
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

▼
入
所
基
準

  

入
所
の
要
件
と
し
て
、
「
保
育
の
必
要
性
の

認
定
」
（
教
育
・
保
育
給
付
認
定
の
申
請
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
等

  

フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
自

営
業
な
ど
基
本
的
に
す
べ
て
の
就
労
を
含
む

（
１
ヶ
月
48
時
間
以
上
の
労
働
し
て
い
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
一
時
保
育

で
対
応
可
能
な
短
時
間
の
就
労
は
除
き
ま

す
。)

②
妊
娠
、
出
産

③
児
童
の
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る
親
族

の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動

（起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学

⑧
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
受

け
て
い
る
こ
と

⑨
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑩
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑪
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と

⑫
そ
の
他
、
上
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
村

が
認
め
る
場
合

▼
入
所
手
続
き
に
つ
い
て

  

入
所
申
込
書
な
ど
の
用
紙
は
、
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の

う
え
、
各
保
育
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
料

【
３
歳
児
～
５
歳
児
】
令
和
元
年
10
月
か
ら

情

広

報

場

保
育
無
償
化
の
実
施
に
よ
り
、
保
育
料
は
発

生
し
ま
せ
ん
。

【
未
満
児
・
児
童
ク
ラ
ブ
】
保
護
者
の
村
民

税
額
を
も
と
に
兄
弟
姉
妹
の
入
所
状
況
な
ど

世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

※
料
金
は
、
入
所
決
定
後
に
保
護
者
に
通
知

し
ま
す
。

▼
給
食
費

  

保
育
料
無
償
対
象
の
３
歳
児
～
５
歳
児

は
、
村
条
例
の
規
定
に
よ
り
月
額
４
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
収
４
７
０
万

円
未
満
相
当
世
帯
及
び
３
人
以
上
同
時
入
所

の
３
人
目
以
降
は
無
料
で
す
。

▼
申
込
期
限

  

令
和
元
年
12
月
27
日

（金
）

■
鬼
志
別
保
育
所　
　

 

☎
２
‐
３
６
６
６

■
浜
鬼
志
別
保
育
所　

☎
２
‐
３
０
７
０

 
 

今
月
25
日
は  

「道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納
期
で

す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

  

口
座
振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
振

替
口
座
の
残
高
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

▼
歳
末
警
戒
実
施
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

【
実
施
期
間　

令
和
元
年
12
月
28
日

（
土
）
～

30
日

（
月
）】

  

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
火
を

取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
こ
の
時
期
に
は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、

僅
か
な
油
断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋

が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の

「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で
は
、

期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施
と
サ
イ
レ

ン

（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１
回

・
30
秒
間
）

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
す
る
事
項

  

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
頻
度

が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な
ど
を
乾
か
す

た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
や
近
く
に
乾
か

す
行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
洗
濯
物
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ

な
が
り
大
惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険

で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
令
和
２
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

  

令
和
２
年
１
月
６
日

（
月
）
猿
払
村
役
場

駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新

春
消
防
出
初
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
挙
行

に
伴
い
ま
し
て
、
当
日
午
前
８
時
と
午
後
１

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。　

  

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適

用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お

り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

▼
最
低
賃
金
額   

時
間
額
８
６
１
円

　
　
　
　
　
　

（前
年
度
比
26
円
の
引
上
げ
）

■
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

 
 

今
年
度
の
緑
の
募
金
事
業
の
募
金
額
は

１
４
２
，
７
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
募
金
さ
れ
た
お
金
は
北
海
道
森
と
緑
の

会
に
全
額
寄
付
さ
れ
、
国
内
の
森
林
整
備
や

震
災
で
被
災
し
た
方
々
へ
の
支
援
、
子
供
達

へ
の
森
林
教
育
、
海
外
の
緑
化
支
援
等
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

■
産
業
課
水
産
商
工
林
務
係

☎
２
‐
３
１
３
４

保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
入
所
募
集
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

 
 
 
 

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

北
海
道
最
低
賃
金
の
引
上
げ

令
和
元
年
度

 
 
 
 

緑
の
募
金
事
業
実
績
報
告

税
務
係
か
ら
納
期
の
お
知
ら
せ

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室 ▷農村環境改善センター

☎２－３６９５
▷教育委員会
☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

また明日

群 ようこ  著

ヤヨイ、 タカユキ、 ユリコ、 カツオ、 マスコ。
子供時代の一時期を共に過ごした同級生
５人は、 還暦を過ぎて再会した。
昭和30年代～平成の終わりまで、 ささや
かなようでいて、 いろいろあった人生を生
きてきた5人の物語。 誰もが自分の半生を
投影できる、 「普通の人」 を描き続けてき
た群ようこ、 真骨頂の感動長篇。

人間

又吉 直樹  著

祝祭と予感

恩田 陸  著

夢の森の

ティーパーティー

富安 陽子  著

犬がすきなぼくと

おじさんとシロ

山本 悦子  著

しぶがきほしがき

あまいかき

石川 えりこ  著

僕達は人間をやるのが下手だ。
38歳の誕生日に届いた、ある騒動の報せ。
何者かになろうとあがいた季節の果てで、
かつての若者達を待ち受けていたものと
は?
又吉直樹、 初の長編小説にして代表作誕
生!!

大好きな仲間たちの、 知らなかった秘密。
入賞者ツアーのはざま亜夜とマサルとなぜ
か塵が二人のピアノの恩師 ・ 綿貫先生の
墓参りをする 「祝祭と掃苔」。 芳ヶ江国際
ピアノコンクールの審査員ナサニエルと三
枝子の若き日の衝撃的な出会いとその後
を描いた 「獅子と芍薬」 などを含む全６編。

大ベストセラー 『蜜蜂と遠雷』
待望のスピンオフ短編小説集

信田家の子どもたち、 ユイ、 タクミ、 モエ
には、 重大な秘密がある。 それは、 三人
のママが、 じつはキツネだということ。 マ
マの親族のキツネたちが、 やっかいごとを
もちこむので、 一家は、 しょっちゅうトラブ
ルにまきこまれている。 今回は、 ユイが夢
で見た一軒の家からはじまる物語。 夢を
見てから、 ユイが体験するふしぎなできご
ととは…。

犬って、 いいな。 かわいいなあ…。 犬が
飼いたい!そんなぼくの前にあらわれたシロ
は、 あるおじさんが飼っている犬だった―。
本当に “すき”って、 どういうこと?野間児
童文芸賞受賞作家のせつなく、 あたたか
い物語。

季節は秋。 3人きょうだいの末っ子のちえ
ちゃんが、 初めての干し柿作りに挑戦しま
す。おいしい干し柿になるのを待つちえちゃ
んでしたが、 そんなちえちゃんの干し柿を
ねらって、 なんと夜に、 干し柿どろぼうが
やってきます。 勇気をふりしぼって布団の
中で干し柿どろぼうを待ち構えるちえちゃ
んですが…。

19 ― ― 18



地域 世帯 男性 女性 人口 地域 世帯 男性 女性 人口

知来別 121 198 170 368(+1) 鬼志別東町 101 108 100 208(0）

浜鬼志別 239 260 332 592(+1) 鬼志別西町 211 195 214 409(-4）

浜猿払 85 85 97 182(-1）鬼志別南町 164 148 163 311(+2)

浅茅野 35 33 33 66(0) 鬼志別北町 132 110 113 223(+1）

浅茅野台地 63 83 82 165(+2) 豊　里 5 7 2 9( 0)

小　石 43 23 28 51(0) 芦　野 50 63 51 114(+2)

む ら の う ご き
令和元年11月１日現在( )内は前月比

猿　払 22 19 19 38(0)

狩　別 11 15 14 29(0)

【世帯】1,282世帯
【前月比】－１世帯

【男性】1,347人
【前月比】＋４人

【女性】1,418人
【前月比】０人

【人口】2,765人
【前月比】＋４人

戸 籍 の 　窓 口
10月15日～11月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があっ
たものを掲載しています。（敬称略）

ご結婚 ・・いつまでもお幸せに

結婚日 氏　名 住　所

10/20 上道　健也 　鬼志別南町山岸　由莉

11/７ 髙橋　正幸 　芦野稲垣　美鈴

ご誕生 ・・健やかに育ちますように

出生日 出生児 両親の名前 住　所

10/７ 飯田　梨
り あ

愛 達紀・朋香 浜鬼志別

10/12 安彦　紀
きいち

壱 直樹・静香 芦野

10/14 小原　涼
すずか

禾 佐満利・裕美 浅茅野台地

ご寄附 ・・善意をありがとうございます

　村外の方から2,065件のふるさと寄附がありま
した。

12月　むらのカレンダー
2 月 ヘルスアップ教室 10：00 保健福祉総合センター

3 火 日本脳炎予防接種（3歳～7歳6ヶ月対象）15：00 国保病院

4 水 ちびっこ広場「クリスマス制作」 10：00 鬼志別保育所

４種混合ワクチン予防接種 15：00 国保病院

6 金 麻しん・風しん混合ワクチン予防接種 15：00 国保病院

9 月
エアロビ教室 10：00 保健福祉総合センター

移動図書館車「なかよし号」巡回
10：15 知来別小学校

12：50 浜鬼志別小学校

10 火 ロタウイルスワクチン予防接種 15：00 国保病院

11 水
すやすや広場「クリスマス制作」 10：30 鬼志別保育所

けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13：00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14：00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15：00 国保病院

12 木 男の栄養教室 11：00 保健福祉総合センター

ヘルスアップ教室 13：00 保健福祉総合センター

13 金 ゆっくり栄養教室 11：00 保健福祉総合センター

水痘ワクチン予防接種 15：00 国保病院

14 土 さるっぷサンタとクリスマスパーティー ９：45 楽楽心

15 日 第３回教育長杯サークルボール大会 ９：30 農村環境改善センター

16 月
エアロビ教室 10：00 保健福祉総合センター

おはなし広場 10：30 鬼志別保育所

移動図書館車「なかよし号」巡回
12：30 浅茅野台地

13：05 浅茅野小学校

17 火 ＢＣＧワクチン予防接種 15：00 国保病院

18 水
ちびっこ広場「クリスマス会」 10：00 鬼志別保育所

移動図書館車「なかよし号」巡回
11：15 狩別

13：20 鬼志別小学校

４種混合ワクチン予防接種 15：00 国保病院

20 金 いきいき栄養教室 10：30 保健福祉総合センター

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15：00 国保病院

23 月 エアロビ教室 10：00 保健福祉総合センター

25 水
すやすや広場「クリスマス会」 10：30 鬼志別保育所

けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13：00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14：00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15：00 国保病院

27 金 Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15：00 国保病院

28 土 歳末警戒（理事者激励巡視・全村）19：00

29 日 歳末警戒 19：00

30 月 歳末警戒 19：00

１月　むらのカレンダー
3 金 成人式 13：00 交流センター

6 月 令和２年新春消防出初式 13：00 役場駐車場・交流センター

7 火 ロタウイルスワクチン予防接種 15：00 国保病院

8 水 ちびっこ広場「雪遊び」 10：00 鬼志別保育所

４種混合ワクチン予防接種 15：00 国保病院

10 金 麻しん・風しん混合ワクチン予防接種 15：00 国保病院

食の足跡  Vol.７

手軽に食べられる本格そばで年越しを

猿
払
村
に
唯
一
あ
る
そ
ば
屋

さ
ん
「
つ
な
ぎ
処
え
ん
」
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
食
事
で

き
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
平
成
29
年
に
お
店

を
開
い
た
。

　

平
日
は
、
そ
ば
15
食
、
う
ど

ん
10
食
限
定
で
営
業
し
て
い

る
。（
休
日
は
そ
ば
20
食
）
一

日
平
均
13
人
ほ
ど
の
方
が
来
店

し
、
連
日
お
店
は
賑
わ
っ
て
い

る
。

　

店
主
の
三
浦
さ
ん
に
聞
く
と

一
番
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
皿

そ
ば
」
と
の
こ
と
。
ツ
ル
ツ
ル

と
コ
シ
の
あ
る
麺
と
、
昆
布
や

か
つ
お
節
等
で
ダ
シ
を
取
っ
た

つ
ゆ
の
相
性
は
抜
群
だ
。
そ

こ
に
単
品
メ
ニ
ュ
ー
一
番
人

気
の
、
ほ
た
て
か
き
揚
げ
を
ト

ッ
ピ
ン
グ
し
て
も
、
合
わ
せ
て

６
０
０
円
と
い
う
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
さ
で
、
大
き
な
満
足
感
が
得

ら
れ
る
、
最
高
な
組
合
せ
と
な

る
。

　

ま
た
、「
え
ん
」
で
は
、
２

日
以
上
前
に
事
前
予
約
す
る

と
、“
生
そ
ば
”
を
購
入
す
る

こ
と
も
で
き
る
。こ
の
時
期
は
、

年
越
し
そ
ば
用
の
受
付
も
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
晦
日
に

年
越
し
そ
ば
を
食
べ
る
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
注
文
し
て
み
て
ほ

し
い
。

つなぎ処　えん
☎090-8631-4137

 所　猿払村鬼志別西町75番地

 営　11：00～14：00

 休　日曜日、月曜日

ほたてかき揚げ
100円（税込み）

皿そば
500円（税込み）
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今月の焦点

発行　猿払村

時事雑感

大みそか

　

１
年
を
締
め
く
く
る
最
後
の
日
で
あ
る

大
み
そ
か
。
毎
月
の
末
日
を
「
晦
日
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
１
年
の
最
後
の
月

の
最
終
日
と
い
う
こ
と
で
「
大
み
そ
か
」

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
み
そ
か
の
主
な
行
事
と
言
え
ば
、
人

の
心
に
あ
る
煩
悩
を
は
ら
い
、
心
穏
や
か

に
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
年
明
け
前
か
ら

年
明
け
後
に
ま
た
が
る
時
間
帯
に
寺
院
の

鐘
を
１
０
８
回
つ
く
「
除
夜
の
鐘
」、
健

康
長
寿
や
無
病
息
災
な
ど
の
意
味
が
込
め

ら
れ
た
「
年
越
し
そ
ば
」
が
代
表
的
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
お
せ
ち
料
理
と
言
え

ば
、
お
正
月
の
元
旦
か
ら
３
日
く
ら
い
ま

で
食
べ
る
と
い
う
地
域
が
多
い
の
で
す

が
、
北
海
道
や
東
北
地
方
で
は
、
大
み
そ

か
に
年
越
し
そ
ば
と
一
緒
に
お
せ
ち
料
理

を
食
べ
る
地
域
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
聞
き
込
み
を
通
じ
て
、「
大

み
そ
か
の
過
ご
し
方
」
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
村
内
66
名
、

村
外
68
名
、
計
１
３
４
名
の
方
に
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
大
み
そ
か
は
家
族
と
年

越
し
そ
ば
や
お
寿
司
を
食
べ
た
り
、
紅
白

歌
合
戦
な
ど
の
番
組
を
見
て
過
ご
す
ご
家

庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
翌
年

の
ツ
ー
リ
ン
グ
計
画
な
ど
自
分
な
ら
で
は

の
大
み
そ
か
を
過
ご
し
て
い
る
方
も
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
み
そ
か
と
い
う
文
化
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
こ
の
１
年
が
充
実
し
た
１
年
だ
っ

た
と
思
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　11 月から雪が降り、気温も氷点下になっ
て本格的な冬の始まりとなりました。これか

らさらに雪が積もり、気温も下がりますので天気予報を随時
確認して出かける際は温かい格好をし、この冬を乗り越えま
しょう。さて、話は変わりますが、今年も残すところあと１
か月となりました。みなさんどのような１年だったでしょう
か。１年を振り返ってみると私は充実した１年となり、よく

スポーツを見ていました。最近の日本はとても強いですね。
最近では卓球女子日本代表を応援していたので卓球ワールド
カップ 2019 を見ていました。惜しくも決勝戦で中国に負け
てしまいましたが、日本の圧倒的な強さや相手に押されてい
ながらも追い上げる頑張りに感激し、テレビの前から離れら
れませんでした。2020 年に開催される東京オリンピックで
はリベンジし優勝してほしいです。　〔N.M〕

“大みそかの過ごし方” アンケート結果

１位 蕎麦（38％） １位 紅白歌合戦（49％）

２位 お寿司（12％） ２位 笑ってはいけない
シリーズ（25％）

３位 おせち（８％） ３位 ゆく年くる年（３％）

ランク外
手巻き寿司、お刺身、茶わん蒸し、
うま煮、お雑煮、カニ、魚の煮つけ、
豚の角煮　など

ランク外
テレビは特に見ない、格闘技、ジャ
ニーズカウントダウン　など

・年越しを待たずに寝る

・昼に充分に睡眠をとり、年越し
  に備える

・いつもはしない夜更かしをする

・正月限定のゲームイベントをする

・それぞれ景品を持ち寄って宝引
  きをする

・海外ドラマの全シリーズを見る

・年納めランニングをする

・年越し前に、家族全員お風呂に
  入り、新しい衣類を身に着けて
  新年を迎える

・日本酒ガブ飲み！

・年越しそばを食べ過ぎる

・来年何しようか考える

・写真整理をする

・仕事を忘れるために食べ、飲み、
  寝る

など

大みそかに見るテレビ番組は？大みそかに必ず食べるものは？
自分ならではの

大みそかの過ごし方は？
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